
社会とつながり未来を創る子供の育成

～社会的事象の見方・考え方を働かせ、
主体的に問いを追究する学習を通して～

東京都小学校社会科研究会

令和２年度からの研究主題



子供 社会

◆社会をよく見て、様子や仕組みが分かる子
◆くらべたりつなげたりして特色や意味を考える子
◆問いをもち社会の出来事を自分とつなげ、

よりよい社会づくりに関わっていこうとする子

つながる

分かる・考える

社会科学習で育てたい子供とは？
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社会とつながり未来を創る子供の育成

研究主題

社会的事象の見方・考え方を働かせ、
主体的に問いを追究する学習をつくる研究の重点は？

教材開発・教材分析・単元構想

■問題意識や追究意欲が高まる教材
■社会とのつながりを実感できる教材
■東京らしい教材
■見方・考え方を働かせる教材
■人の働きを共感的に捉えられる教材



社会とつながり未来を創る子供の育成

研究主題

社会的事象の見方・考え方を働かせ、
主体的に問いを追究する学習をつくる研究の重点は？

学習指導要領解説に基づき、

◆知識 ◆見方・考え方
◆資料 ◆問い から
教材を分析し
単元を構想する。

教材開発・教材分析・単元構想

■問題意識や追究意欲が高まる教材
■社会とのつながりを実感できる教材
■東京らしい教材
■見方・考え方を働かせる教材
■人の働きを共感的に捉えられる教材



研究の重点内容

■追究意欲が高まる■見方・考え方を働かせる教材■東京らしい教材
■人の働きを共感的に捉えられる教材 ■関わり方を考える教材

① 主体的に問いを追究する工夫

〇問いが生まれる出合い 〇学習問題と予想 ○問いの連続や構成



研究の重点内容

■追究意欲が高まる■見方・考え方を働かせる教材■東京らしい教材
■人の働きを共感的に捉えられる教材 ■関わり方を考える教材

① 主体的に問いを追究する工夫

〇問いが生まれる出合い 〇学習問題と予想 ○問いの連続や構成

② 見方・考え方を働かせる学習活動の工夫

〇視点に着目して調べる 〇比較・分類・関連付けて考える 〇選択・判断する



研究の重点内容

■追究意欲が高まる■見方・考え方を働かせる教材■東京らしい教材
■人の働きを共感的に捉えられる教材 ■関わり方を考える教材

① 主体的に問いを追究する工夫

〇問いが生まれる出合い 〇学習問題と予想 ○問いの連続や構成

② 見方・考え方を働かせる学習活動の工夫

〇視点に着目して調べる 〇比較・分類・関連付けて考える 〇選択・判断する

③ 子供の学びを確かにする評価の工夫

○３観点による評価 ○指導に生かす評価 〇児童が学びに生かす評価



社会とつながり未来を創る子供の育成

研究主題

研究の重点内容・指導の手だて

① 主体的に問いを追究する工夫

② 見方・考え方を働かせる学習活動の工夫

③ 子供の学びを確かにする評価の工夫

社会的事象の見方・考え方を働かせ、
主体的に問いを追究する学習をつくる研究の重点は？

・単元指導計画
の作成
・評価計画の作
成
・授業場面での
具体的な手立
て



４年部会の研究！

東京都小学校社会科研究会

令和４年２月１８日（金）



Ⅰ 研究の成果

子供から多くの問いを生み、
学習問題につなげていくこと
ができた。

１



Ⅰ 研究の成果

子供が社会的事象の見方・考
え方を働かせた追究を行うこ

とができた。

２



Ⅰ 研究の成果

子供の学びに対して
適切に助言、修正することが
できた。

３



Ⅰ 研究の成果

新たな教材としての単元計
画を作成することができた。

４



自分たちの暮らす東京都への理
解を基に、社会的事象の特色や相
互の関連、意味を考え、東京都のこ
れからを考えようとする子供の育成。

Ⅱ 研究理論

目指す子供像



Ⅱ 研究理論

教材開発や分析を前提として、主体的に問い
を追究しながら、見方・考え方が働く学習活
動を展開すれば、東京都のこれからを考え
ようとする子供が育成されるだろう。

研究の仮説



主体的に問いを追究する工夫

Ⅲ 研究の内容

１

●問題意識を高める工夫
・「資料➡（発問）➡子供の問い」
・単元のデザイン
●見通しをもつ工夫
・年表の活用
・「学習計画表」を教室に掲示



主体的に問いを追究する工夫

Ⅲ 研究の内容

１

●内容や方法を選択できる工夫
・資料を複数用意し、子供が選択
●学びを振り返る工夫
●協働的に取り組む工夫



見方・考え方が働く学習活動の工夫

Ⅲ 研究の内容

２

●視点に着目して問いについて調べる
学習活動の工夫

・位置や空間的な広がり、
事象や人々の相互関係、
時期や時間の経過に着目できる学習活動の設定

●比較・分類・関連付け・総合して考察する
学習活動の工夫



評価の工夫

Ⅲ 研究の内容

３

●３観点による評価計画の作成
●教師が指導に生かす評価の工夫

・評価規準、
評価規準に到達できない子供、
手だての明確化



評価の工夫

Ⅲ 研究の内容

３

●子供が自分の学びを振り返り、
次の学びに生かす評価活動の工夫

・「学びのあしあと」
「ふりかえりカード」の活用

・振り返り場面の精選と
振り返る内容の明確化



教材開発や教材分析

Ⅲ 研究の内容

４

●東京の良さを再認識し、
都民としての誇りがもてる教材の開発

●社会的事象を捉える時間的、空間的、
相互関係的な視点から教材を分析

●人間の働きに着目して
人々と生活の関連に共感的に迫る教材の開発



Ⅳ 実践事例Ⅰ

★単元のデザインの工夫
★時期や時間の経過を

視覚的に捉えさせる工夫
★「学びのあしあと」を活用した

学習評価の工夫
★年中行事教材開発の３つのポイント

世田谷区立烏山北小学校 長岡恭平 主任教諭

「受け継がれる祭り～武蔵府中・くらやみ祭」（10時間）

☆ 実践のPoint！ ☆



Ⅳ 実践事例Ⅰ 「受け継がれる祭り～武蔵府中・くらやみ祭」（10時間）

主体的に問いを追究する工夫１

「つかむ」段階：「くらやみ祭」を調べる時間を設定

「どのように受け継がれてきたのか」に焦点を当てて、
祭りを受け継いできた人々の思いや願いに迫ることがで
きた。

● 単元のデザインの工夫





Ⅳ 実践事例Ⅰ 「受け継がれる祭り～武蔵府中・くらやみ祭」（10時間）

見方・考え方が働く学習活動の工夫２

●時期や時間の経過を視覚的に捉えさせる工夫

◆テープ図の活用
◆４年生の年齢を10歳とした長さの
テープとの比較

◆板書を構造化





Ⅳ 実践事例Ⅰ 「受け継がれる祭り～武蔵府中・くらやみ祭」（10時間）

評価の工夫３

●「学びのあしあと」の活用

◆Ｂ４サイズ１枚
◆学習の見通し（学習計画）と振り返りを行う
◆毎時間、①分かったことと、

②学び方 を振り返る





Ⅳ 実践事例Ⅰ 「受け継がれる祭り～武蔵府中・くらやみ祭」（10時間）

教材開発や教材分析４

●教材開発する際の３つのポイント

①長い歴史をもっている

②人々が苦難を乗り越え受け継いできた祭りで
ある

③地域の発展を願う人々の思いや願いが捉えや
すい



Ⅴ 実践事例Ⅱ 「福祉や教育の発展に尽くした渋沢栄一」（８時間）

北区立王子小学校 渡邉要 主任教諭

★単元のデザインの工夫
★過去と現代をつないで考える
★まとめが書けない子供への手立て
★先人教材は子供が共感的に迫る教材！

☆ 実践のPoint！ ☆



Ⅴ 実践事例Ⅱ 「福祉や教育の発展に尽くした渋沢栄一」（８時間）

主体的に問いを追究する工夫１

●単元デザインの工夫

第１時
「渋沢栄一はすごい人だ❗️」

偉大な人物

1 

 

第１時資料 どうして渋沢栄⼀が⼀万円札になったのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渋沢栄一関連事業数　色分けマップ

白　０社

青　１〜５社

緑　６〜１０社

赤　１１社〜１００社

ピンク　１００社〜



Ⅴ 実践事例Ⅱ 「福祉や教育の発展に尽くした渋沢栄一」（８時間）

主体的に問いを追究する工夫１

●単元デザインの工夫
第２時
「渋沢栄一は、どうして
養育院に生涯関わったのだろう❓」
「渋沢栄一は、どのように
養育院に関わったのだろう❓」

渋沢栄一が関わった年数に着目



Ⅴ 実践事例Ⅱ 「福祉や教育の発展に尽くした渋沢栄一」（８時間）

見方・考え方が働く学習活動の工夫（第8時）２

●過去と現代をつないで考えさせる

1 

 

第８時資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都知事 ⼩池百合⼦さんの話 

「未来の東京」戦略は、2040 年代の未

来の東京をどのように⽬指すかまとめ

たものです。 

そのテーマに「渋沢・後藤の精神を

受け継ぎ、新たな地平を切り開く」と

あえて個⼈の名前を挙げさせていただ

きました。 

渋沢栄⼀は、孤児、⽼⼈、障害のあ

る⽅などを救った養育院の初代院⻑と

なり、⽣涯ずっと院⻑を務めました。 

これは現在は、東京都健康⻑寿医療セ

ンター（板橋区）になっています。 

渋沢栄⼀は、「私利を追わず、公益を図

る（⾃分の利益を求めず、社会に暮ら

す⼈々のために何ができるか考える）」

と⾔っていました。 

そういった社会に貢献する渋沢栄⼀の

思いは、東京の 

発展の基礎をつくってくれています。 

渋沢栄一の業績

東京都健康長寿医療センター
東京都健康長寿医療センター



Ⅴ 実践事例Ⅱ 「福祉や教育の発展に尽くした渋沢栄一」（８時間）

評価の工夫（教師が指導に生かす）３

●まとめが書けない子供への手立て

〇〇〇

渋沢栄一は、養育院をなく
した方が良いという人々を
「困っている人々を見放せ
ば、社会はよくならな
い。」と説得して回ったり、
バザーを開き、お金を集め
たりした。渋沢栄一の努力
や工夫や人々の協力によっ
て、養育院を続けることが
できた。

努力
工夫

協力



Ⅴ 実践事例Ⅱ 「福祉や教育の発展に尽くした渋沢栄一」（８時間）

教材開発や教材分析４

●先人教材は子供が共感的に迫る教材❗️
①養育院に焦点化して教材化

②渋沢の働き、苦心や努力に共感できる



★資料を複数用意し、子供が選択
★海と陸の自然活用を比較・総合して考える
★振り返りカードの活用
★子供が調べたくなる自然豊かな小笠原村

Ⅵ 提案授業

台東区立忍岡小学校 楠暁 主幹教諭 ・ 草野 明子 教諭

☆ 実践のPoint！ ☆

「豊かな自然を守り生かす小笠原村」（９時間）



Ⅵ 提案授業

主体的に問いを追究する工夫１

「豊かな自然を守り生かす小笠原村」（９時間）

●内容や方法を選択できる工夫

海、陸の観光業を調べる際には、２
～３種類の資料を用意し、児童が自分
で調べたい資料を選ぶ。



Ⅵ 提案授業

見方・考え方が働く学習活動の工夫２

「豊かな自然を守り生かす小笠原村」（９時間）

●比較・分類・関連付け・総合して考察する学習活動の工夫

小笠原村の海と陸をどのように生か
しているかを表でまとめ、比較し、総
合するして、特色を考える。





Ⅵ 提案授業

見方・考え方が働く学習活動の工夫２

「豊かな自然を守り生かす小笠原村」（９時間）



Ⅵ 提案授業

評価の工夫３

「豊かな自然を守り生かす小笠原村」（９時間）

●子供が自分の学びを振り返り、
次の学びに生かす評価活動の工夫

振り返りカードに、もっと調べたい
ことを記入して、学び方について振り
返りを行う。



Ⅵ 提案授業

評価の工夫３

「豊かな自然を守り生かす小笠原村」（９時間）



Ⅵ 提案授業 「豊かな自然を守り生かす小笠原村」（９時間）

教材開発や教材分析４

動植物の独自の生態系が広がる小笠原
村。その自然を保護・活用している。
東京都で初めて世界自然遺産に登録。

●東京の良さを再認識し、
都民としての誇りがもてる教材の開発



●教師の更なる手だての検討

●適切な時間配分を考慮した教師の手だての設定
《時間を配慮して設定したい活動》
・見学したり調べたり、まとめたりするの時間
・「学びのあしあと」の記入時間 など

●調査・見学の可能な教材開発の必要性

Ⅶ 課題



END


